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全国学力・学習状況調査について

本校の学力・学習状況調査の結果について

Ⅰ 教科に関する調査結果（国語・算数）

【本校の結果】（全国や山梨県との平均正答率比較）

＊文部科学省では、平均との差±５％を微差とし、「±５％の範囲内は、ほぼ同等とする」として

います。これを基に、＋５％を「上回っている」－５％以下を「下回っている」と表記します。

国語 ： 県平均を上回り、全国平均とほぼ同等です。

算数 ： 県平均とほぼ同等であり、全国平均を若干下回っています。

Ⅱ 教科における主な課題点と今後の取組

今回出題された中から、県や全国の平均正答率が低く、本校としても課題として考えられる問題は、

次の通りです。 ※【 】内は、学習指導要領における内容や領域を示しました。

◆国語◆

１ 目的に応じて、文章と図を結び付けて必要な情報を見付けることができる。

【５・６年：思考力、判断力、表現力等 「読むこと」】

〔設問２の三〕

２ 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。

【３・４年：思考力、判断力、表現力等 「読むこと」】

〔設問２の四〕



３ 文の中における修飾と被修飾語との関係を捉えることができる。

【３・４年：知識及び技能 （１）言葉の特徴や使い方に関する事項】

〔設問３の三（２）オ〕

◆算数◆

１ 速さを求める除法の式と商の意味を理解している。

【５年：変化と関係 速さの意味や表し方の理解】

〔設問１の３〕

２ 複数の図形を組み合わせた平行四辺形について、図形を構成する要素などに着目し、図形の構成の仕

方を捉えて、面積の求め方と答えを式や言葉を用いて記述できる。

【５年：図形 図形の面積の計算による求め方の理解】

〔設問２の３〕 ・

３ 帯グラフで表された複数のデータを比較し、示された特徴をもった項目とその割合を記述できる。

【５年：データの活用 帯グラフの特徴と用い方の理解】

〔設問３の４〕

４ 基準量を１としたときに比較量が示された小数に当たる理由を言葉や数を用いて記述できる。

【４年：数と計算の活用 ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを知る】

〔設問４の３〕

今後の具体的な取組

１「読むこと」について、学年ごと次の事項についての指導を丁寧に行う。

・１・２年：「文章の中の大事な言葉や文を考えて選び出すこと」

・３・４年：「登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること」「目的を意識して、中

心となる語や文を見付けて要約すること」

・５・６年：「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして、必要な情報を見付けること」

２ 文章の構成や表現を生かしたり、自分の言葉を用いたりして、文章を短くまとめることを取り上げ

ることで、「要約すること」について指導をする。

３ 日常的に、正しい主語と述語の関係を意識して文章を書くように指導し、３・４年生からは、修飾

と被修飾との関係について取り上げて指導をする。



Ⅲ 質問紙調査の結果から （県・全国と比較してよかったもの）

Ⅲ 全体としての取り組み

学校だよりは、南小ＨＰにアップしております。ぜひご覧ください。 中道南小 検索 もしくは QRコードで

〈基本的生活習慣に関わること〉 考えを深めたり、広げたりすることができた。

・朝食を毎日食べている。 ・国語の授業で学習したことは、将来、社会に

〈自分に関わること〉 出たときに役に立つと思う。

・自分にはよいところがある。 ・算数の勉強は大切だと思う。

・人が困っているときは進んで助けている。 〈学校生活に関わること〉

・人の役に立つ人間になりたい。 ・学校に行くのが楽しい。

〈学習に関わること〉 ・友だちと協力するするのは楽しい。

・５年生までの授業では、各教科などで学んだこ 〈地域に関わること〉

とを生かしながら、自分の考えをまとめたり、 ・地域の行事に参加している。

思いや考えをもとに新しいものを作り出したり ・地域や社会をよくするために何をすべきか考

する活動を行っていた。 えている。

・友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の

今後の具体的な取組

１ ５年生以上の「速さ」などの単位量当たりの大きさの理解については、公式の理解だけでなく、異種

の数量の関係について、比べたり表現したりしながら日常的に考えさせるようにする。

２ ４年生以上の図形の面積を求める学習では、公式の理解だけでなく、求め方を筋道を立てて考えたり

説明したりする場面を繰り返し取り入れることで定着を図る。

３ ５年生において、円グラフや帯グラフの用い方について丁寧に指導するとともに、グラフのどの部分

に着目して特徴や傾向を読み取ったのかを説明する場面を取り入れていく。

４ ４年生において、整数を用いた倍の意味を捉え直し、小数を用いた倍についても、基準量を１とした

時に比較量がいくつに当たるかという意味について理解が深まるように指導する。




